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2017年度前期 代数学 I/代数学概論V 6月 22日分レポート問題*1

担当: 柳田伸太郎 (理学部 A館 441号室)

yanagida [at] math.nagoya-u.ac.jp

レポート問題

レポートの提出期限は (今学期中という自明な期限は除いて) 特に設けません。解けたら提出して下さい。

講義で分からなかった所、扱ってほしい話題などありましたらレポートに書いて下さい。

ここに挙げた問題以外でも、関連する話題についてレポートにしてくださっても構いません。

レポート問題 1 (10点). §3.7で用いた以下の主張を示せ。
(1) Y = H1 ∩ · · · ∩Hr, Z = Hr+1 ∩ · · · ∩Hn. (2) αj =

∑
i ωiaij .

(3) 1 ≤ i, l ≤ r で (αi, αl) = δi,l. (4) λ+ (c− 1)µ ∈ Y ⊥.

レポート問題 2 (10点、Schur多項式). λ = (λ1, λ2, . . . , λn) を λ1 ≥ λ2 ≥ · · · ≥ λn ≥ 0 となる長さ nの整数列

とする。また x1, x2, . . . , xn を n個の文字とする。sλ(x) = sλ(x1, . . . , xn)を次のように定める。

sλ(x) :=
det

(
(x

λj+n−j
i )ni,j=1

)
det

(
(xn−j

i )ni,j=1

) .

(1) sλ(x) ∈ R[x1, . . . , xn]
Sn , 即ち sλ(x)が対称多項式であることを示せ。

(2) 0 ≤ r ≤ nとする。λ = (1, . . . , 1︸ ︷︷ ︸
r

, 0, . . . , 0︸ ︷︷ ︸
n−r

) なら sλ(x) = er(x), 即ち基本対称多項式になることを確認せよ。

(3) 0 ≤ r ≤ nとする。λ = (r, 0, . . . , 0︸ ︷︷ ︸
n−1

) なら sλ(x) = hr(x), 即ち完全対称多項式になることを確認せよ。

(4) sλ(x) ∈ Z[x1, . . . , xn]
Sn , 即ち sλ(x)の各係数は全て整数であることを示せ。

連絡事項

6/23(金)のオフィスアワーはお休みさせて頂きます。

今後の予定

次回以降の予定を以下のように変更しました。

日付 内容

06/29 不変式 4

07/06 Macdonaldの論文

07/13 休講

07/20 アフィンWeyl群 1

07/27 アフィンWeyl群 2

08/03 休講

以上です。

*1 2017/06/21版, ver. 0.2.


